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【概要】 

本研究の目的は、図画工作・美術と書道の特性を活かした題材開発に取り組み、その有用

性について考察するものである。まず、文献研究や技法・支持体・描画材についての研究で、

図画工作・美術と書道に共通する特性としてにじみを見出した。このことを活かして、教職

大学院 1年次では「もやっとさんにワクワク大へんしん！」という題材を考案し、連携校実

習校である小学校の第 1学年 2学級（58人）各 5時間の授業実践を行った。2年次では、上

記実践の省察を踏まえ、改めてにじみについて定義しなおすとともに、教材研究を行い、第

4学年で「すみと絵の具でぽたぽたじわっ」という題材を考案し、同小学校第 4学年 1学級

（30人）7時間の授業実践を行い、図画工作・美術と書道の特性を活かした題材の有用性に

ついて考察した。 

 

キーワード 墨、絵の具、にじみ、ドリッピング、教育実践 

 

１ 研究の目的 

 筆者は幼いころから書道と美術に興味をもち、これまで学び経験してきた中でそれらが

融合すれば新しい着眼点をもった題材を開発することができるのではないかと考えてきた。

このことから、学部 4回生の卒業研究「美術×書道による題材の開発」では学習指導要領解

説に記載されている目標の柱書や内容などから、図画工作科・美術科と芸術科書道の共通点

を表現活動と造形性に見出して題材開発に取り組んだ。その際、愛媛大学教育学部附属小学

校における土曜学習の機会にて第 3・4学年と第 5・6学年を対象に実践を行い、児童の作品

や見とりから本題材に美術と書道の特性であると考えた表現活動と造形性に着目した題材

としての可能性を見出すことができた。一方、ワークショップ形式で実践を行ったため、図

画工作科の題材としての有効性について実際に小学校で検証するという課題が残された。 

教職大学院の 1年次では実習校の配置が小学校 1年生に、2年次では同 4年生となったた

め、本研究は上記を受けて、まず小学校第 1・2学年を対象とした図画工作・美術と書道の

特性を活かした題材開発に取り組み、そこで得られた成果と課題をもとに、つぎに小学校第

3・4 学年を対象とした図画工作・美術と書道の特性を活かした題材開発に取り組み、その

有用性について考察するものである。 

 

２ 文献研究 

 題材開発を行うにあたり、卒業研究にて墨で書いた文字をにじませて見方を変えたよう

に絵の具のにじみも取り入れることはできないか、さらには、墨、絵の具、にじみという要
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素をすべてかけ合わせれば、面白い題材になるのではないかと考えた。そこで、墨や絵の具

の特徴について文献をもとに整理し、その上でそれらがどのようににじむのか調査した。 

まず、墨や絵の具はどのような成分でできているの

か調べた。水溶性画材を構成している成分は、(1)着色

成分（発色）(2)固着成分（接着）(3)補助成分（助剤）

の 3 つからなり、固着成分の違いによって各種の水溶

性画材ができ、各々の使用法が変わる１）。 

より詳しくみていくと、墨とは煤と膠を混ぜ合わせ

たもので、膠で煤を包み込むと全体が水になじむよう

になる２）とされるものであり、また墨のにじみとは、

自由水が紙の中を進んで、毛細管現象によりあとを追

って墨汁が空隙毛細管を進む現象のこと３）とされる。 

次に、絵の具とは通常顔料と媒材から成り立つもの

で媒材という液体中に顔料という粒体が分散している
４）とされるものであり、また絵の具のにじみ方とは顔

料の違いにより吸着力の差があるためその移動速度が

異なり各色の顔料の分離が行われること５）とされる。 

実際に、墨と絵の具をにじませてみてその特徴を確

かめると、どちらも水分量を増やすとにじませること

ができるが、にじみ方には次のような違いがあること

を導き出した。墨は乾いた半紙に垂らした瞬間、全方位

ににじみが広がっていき、一方で絵の具は垂らしたそ

の場に色が定着しにじんでいくのは水のみであった

（図２）６）。 

 

３ 技法・支持体・描画材についての研究 

 墨のにじみと絵の具のにじみを効果的につくるために研究を行った。 

（１）技法 

技法は、図画工作・美術と書道の共通点である表現活動と造形性をうまくつないでくれる

と考えたモダンテクニックより 12 種を試し、なかでも、にじみ・ドリッピングを使うこと

にした。 

表１ モダンテクニック試作一覧 

 

 

 

バブルアート 

 

 

 

スパッタリング 

 

 

 

マーブリング 

 

 

 

フロッタージュ 

 

 

 

バチック 

 

 

 

にじみ 

 

 

 

吹き流し 

 

 

 

スタンピング 

 

 

 

モノタイプ 

 

 

 

デカルコマニー 

 

 

 

たらし込み 

 

 

 

ドリッピング 

 

 

図 1 固着成分の違いによってできる水溶
性の画材 
※「図１ 固着成分から見た各種絵具」を
もとに筆者が作成した 
出典）ホルベイン工業技術部(2018).絵具の
科学 改良新版 中央公論美術出版.p.3 

図 2 筆者が試した墨と絵の具の
にじみ方の違い 
※赤線は筆者による 
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にじみはそもそも墨と絵の具に共通する特性の一つであること、ドリッピングは“偶然”

と“コントロール”が絶妙なバランスであるため、思いもよらないにじみができる面白さに

つながるということが理由である。 

（２）支持体 

支持体については書道で主に使われる半紙を用いることにした。そこでは、半紙に直接墨

や絵の具を垂らすのだが、それらをよくにじませるために霧吹きで水をかけるため、その下

に半紙を補強する画用紙を敷いた。すると偶然その画用紙に面白い模様が敷き写されるこ

とを発見した。自分がつくったにじみが違った模様で現れる驚きや、自分の意図とかけ離れ

て出来る模様の面白さを授業に取り入れると面白いのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

図３ 筆者が試作した敷き写された模様 

 

その模様をより効果的に見せるために紙製品 8種を試し、コピー用紙を使うことにした。

にじみの色も形もよく出ること、絵の具の色と墨色のバランスが良いことが理由である。 

 

表２ 紙製品試作一覧 

 

 

 

チラシ 

 

 

 

模造紙 

 

 

 

段ボール 

 

 

 

ポスターの裏面 

 

 

 

色画用紙 

 

 

 

白画用紙 

 

 

 

新聞紙 

 

 

 

コピー用紙 

 

（３）描画材 

描画材はインク、食紅、マット水彩絵の具を試し、マット水彩絵の具を使うことにした。 

表３ 描画材試作一覧 

 

 

 

 

 

インク 

 

 

 

 

 

食紅 

 

 

 

 

 

マット水彩絵の具 

 

マット水彩絵の具は不透明水彩の特性と透明水彩の特性の両方を持っている。そのため、

不透明水彩の特性で形がはっきり出ること、透明水彩の特性で色の混ざりがよく見えるこ

と、そして児童になじみがある学校教材であること７）が理由である。 
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４ 小学校第 1・2学年を対象とした図画工作・美術と書道の特性を活かした題材 

 これらの研究から筆者が開発した題材は「もやっとさんにワクワク大へんしん！」である。

在籍する教職大学院の実習校にて授業実践を行った。対象者は小学校第 1 学年 2 学級であ

る。本題材は、墨と絵の具のにじみをつくり、それらが半紙の下に敷いたコピー用紙に敷き

写されることによって生まれる模様の形や色から発想して、さらにおもしろい形や色をつ

くりだしていくという「絵に表す」活動である。題材の指導計画は全 5時間で、以下の通り

である。 

 

表４ 題材「もやっとさんにワクワク大へんしん！」の指導計画 

次 学習課題 主な学習活動 時間 

１ にじませるという技をみつけよう。 
・毛筆や墨について知り、絵の具とも共通する“にじませる”という技をみ
つける。 
・墨と絵の具のにじみ方に違いはあるのか、観察する。 

２ 

２ にじみをたくさんつくろう。 
・ドリッピング×にじみを行う。 
・どのようなにじみ方や色の混ざり方をしているのかよく観察し、にじみの
面白さやにじませることの楽しさに気付く。 

1 

３ もやもやの中の気になる形、もやっ
とさんをさがそう。 

・ドリッピング×にじみによって、にじみが敷き写されたもやもやの中に面
白い形を見つけ、その形に沿って切り取り、自分だけのもやっとさんを探す。 

１ 

４ もやっとさんをくみあわせて、さら
に面白いもやっとさんをつくろう！ 

・グループやクラスの全員でもやっとさんを組み合わせ、さらに面白い形を
つくる。 
・自分の活動を振り返り、工夫できたところや良さを見つけるとともに、友
だちのつくりだしたものの面白さに気付き、自分の見方や感じ方を広げる。 

1 

 

まず一学級目で実践を一通り終えたあと、その見とりから授業内容やワークシートなど

を改善し二学級目で実践した。本題材のねらいとねらいを達成するために行った手立てに

ついて一覧でまとめた。 

 

 

 

表５ 授業実践の概要 

ねらい ⑴ 自分の感覚やにじみをつくる行為などを通して、にじみ方の特性をはじめ、にじみやにじみが敷き写され

たもやもやの形や色などに気付く。（知識） 

⑵ 半紙や筆、墨や絵の具に十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働かせ、感じたことや想像した

ことを基に墨や絵の具の垂らし方を工夫したり、もやっとさんを見つけることやもやっとさんの組み合わせ

方を工夫したりして表す。（技能） 

⑶ にじみの形や色などを基に、自分のイメージを広げ、どのように表すかについて考えたり、にじみが敷き

写されたもやもやの形や色などを基に、自分のイメージを広げ、もやっとさんをさがしたり、もやっとさん

の形や色を基に、自分のイメージを広げ、どのように組み合わせるか考えたりする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

⑷ 友だちの作品を鑑賞する活動を通して、墨や絵の具の造形的な面白さや楽しさ、思いついたことについて、

感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。（鑑賞）  

⑸ つくりだす喜びを味わい楽しく表現する学習活動に取り組もうとする。（学びに向かう力、人間性等） 

時間 手立て 1 組 改善点 2 組 

１ ❶習字道具の名前を知る→○ 

❷固形の墨を磨る→✕ 

❸漢字の一を書く→○ 

❹水を足して、漢字の一を書

く→① 

❺水を足し変わった部分を観

察（“にじみ”を使わない）→

② 

 ⓵題材名の変更 

もやっとさんに… 

⓶めあての変更 

もやっとさんをよくさがし

てみつけよう。 

①点を書く活動の追加→☆ 

②“墨のもやっとさん”（＝

にじみ）と呼ぶ 

 

２ ❶マット水彩絵の具をそのま

まの濃度でマイナス（ー）を

描く→④ 

❷自分で水を足し、マイナス

（ー）を描く→③④ 

❸水を足し変わった部分を観

察（“にじみ”を使わない）→

⑤ 

 ⓵めあての変更 

もやっとさんをよくさがし

てみつけよう。 

③絵の具・水は必ずにじむ

濃度の量を配布→☆ 

④漢字の一を書く活動に変

更 

⑤“絵の具のもやっとさん”

（＝にじみ）と呼ぶ 

 

凡例 
→○（変更なし） →✕（削除） ●数字→1組の手立て 
→番号（改善） →☆（追加） ◎数字→2組の手立て 
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３ ❶にじみとは何かを確認→⑥ 

❷墨を含ませた筆を指ではじ

いて垂らす（アリさんの力）

→○ 

❸タレビンに入れた絵の具

(赤・黄色・青・緑)から 2 色

選んで垂らす→○ 

 ⑥水の有無によるにじむ様

子の違いを確認する活動の

追加→☆ 

⓵めあての変更 

もやっとさんをくふうして

つくろう。 

⓶活動時間の変更 

 

４ ❶コピー用紙の模様に出合う

→○ 

❷半紙とコピー用紙の模様の

違いを探す→✕ 

❸コピー用紙の中から面白い

模様を見つけ、切りとる→⑦ 

❹もやっとさんに名前をつけ

る→○ 

 ⓵めあての変更 

じぶんだけのもやっとさん

をさがそう。 

⓶切り取る活動の手順の変

更 

⑦もやっとさんの対象を追

加→☆ 

 

５ ❶切り取る時間の追加→✕ 

❷もやっとさん同士をどのよ

うに組み合わせるか考える

→⑧ 

❸一人で組み合わせる→○ 

❹ペアで組み合わせる→○ 

 ⓵めあての変更 

もやっとさんをくふうして

つくろう。 

⑧物語を想像する活動に変

更 

⓶題材のまとめの追加→☆ 

もやっとさんの形を活かし

て絵を描こう。（6 時間目） 

 

 成果と課題 成果 
・にじみとは何かを確認したこ

とで活動に見通しが立ち、めあ

ての達成に近づいた 

課題 
・にじみをあえて使わないこと

でにじみかどうかはっきりしな

くなり、めあての達成に至らな

い 

・もやっとさんの提示が後手に

なったことで題材への没入感が

不足していた。めあてに沿った

活動であったが、題材名授業改

善の必要性あり 

・題材のまとめが不十分だった

ために、もやっとさんでなにを

学べたのか不明瞭になった。題

材のねらい達成は不十分 

 成果 
・題材名の変更による手立ての見

直しによって、「もやっとさん」が

鍵となり題材に一貫性が生まれ

た。そのために、にじみやもやっ

とさんの解釈や理解が深まり、表

現活動に広がりを見せた 

課題 
・見とりから、もやっとさんの定

義とその理解を深める手立ての

さらなる改善の必要性がある 

 

1組の授業実践にてねらいを達成できたかどうかについて、見とりとワークシート分析か

ら述べていく。ワークシート分析では質的コウディングとテキストマイニングの頻出単語８）

という手法を用いた。質的コウディングとは、質問紙の自由回答欄に書き込まれた内容など

を分析する際に用いられるデータ処理法のことであり、基本的には、文章で書かれた内容を

いくつかのカテゴリーに分けて数値コードを割り振るというやり方をとるものである９）。本

分析では、佐藤（2008）をもとに、筆者がワークシートの記述内容を読みコードを考え分類

した。以下、ねらいについては表５の上部を、ワークシート分析については別添資料①を参

照されたい。 

ねらい⑴について、１次では１－❺、２－❸のために、児童の発言や気づきがにじみなの

かはっきりさせることができず、ねらい⑴にかなう児童の姿はほとんどみられなかった。ワ

ークシートでは質問 1、質問 2にて、墨や絵の具のにじみ方を見て気づいたことについて聞

いたのだが、にじみの形や色に関する記述はみられたものの、にじんでいる等の記述はほと

んどみられなかったため、発言や気づきがにじみであるとはっきりさせることができなか

ったと考えられる。２次では３－❶のために、活動に見通しが立ち、にじみに気づき工夫し

てにじみをつくる児童の姿を見とることができ、ねらい⑴の達成に近づいたのではないか

と考えられる。ワークシートでは質問 5にて、にじんでいく様子を見て気づいたことについ

て聞いたのだが、にじみの色に関する記述が最も多く、にじむ際に色が広がっていったり、
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動いたり、重ねたら色が変わることについて書かれていたため、にじみに気づくことができ

た児童もいたと考えられる。ねらい⑵について、２・３・４次では３－❷、４－❸、５－❷

のために、半紙や墨、絵の具、はさみなどを適切に使いながら、多様に工夫して活動する様

子がみられ、ねらい⑵の達成に近づいたのではないかと考えられる。ワークシートの質問 3

にて、にじませるときに工夫したことについて聞いたのだが、技法に関する記述が最も多か

った。墨を筆で垂らす際に「アリさんの力でちょんちょんとした」と書かれていたため、筆

や墨をうまく使いながら工夫してにじみをつくることができたと考えられる。ねらい⑶に

ついて、３・４次ではここで初めてもやっとさんが登場したのだが、提示が後手になったこ

とで児童にはもやっとさんが浸透しにくかったように思われた。そのため、ねらいの達成に

近づけるには改善が必要であることが分かった。3・4 次に使用したワークシートでは、質

問 10項目に対する回答の中で「もやっとさん」という単語が出てきたのは 2項目（質問 9・

16）内の 11件のみであった。このことから、児童はにじみを捉えてはいるものの、それが

もやっとさんという名称において捉えていたかどうかははっきりしない。そのため、もやっ

とさんがより印象に残る出合わせ方を考えるべきであると思われる。ねらい⑷について、４

次では５－❶のために同じ班のもやっとさんしか鑑賞することができず、ねらいの達成に

は不十分であると考えた。ワークシートの質問 16では、鑑賞して見つけたいいなと思った

ことについて聞いたのだが、ペアのつくったもやっとさんや自分のつくったもやっとさん

に限られた記述が多く、見方や感じ方を十分に広げることはできていないのではないかと

考えられる。また、題材のまとめを行えなかったため児童がこの題材を通して学べたことを

明確にすることができず、筆者が目指した題材としては不十分なものだった。これらの成果

と課題や児童の見とり、学級担任や研究者教員からいただいたご指導をもとに、２組での実

践では題材名や授業内容などを改善した。詳しくは表５の通りである。 

次に、２組の授業実践にて、ねらいを達成できたかどうかについて、見とりとワークシー

ト分析から述べていく。以下、ねらいについては表５の上部を、ワークシート分析について

は別添資料②を参照されたい。ねらい⑴について、1次では１－②、２－⑤と１－①のため

ににじみに対する理解が深まっている様子がみられ、ねらいの達成に近づけることができ

た。ワークシートの質問１、質問 2では、墨や絵の具をにじませたときに気づいたことにつ

いて聞いたのだが、最も多く出現した単語が「もやっとさん」であることから、にじみをも

やっとさんとして理解し書き表すことができたのではないかと考えられる。ねらい⑵につ

いて、２次では３－⓶のためにさらなる工夫をする様子がみられず、ねらいの達成には不十

分であった。ワークシートの質問 6では、絵の具を垂らしたときに気づいたことについて聞

いたのだが、にじみの色についての記述が約 57％であり、工夫というより色の混色による

驚きや気づきについての内容が多く、工夫するまでには至らなかったのではないかと考え

られる。３・４次では、５－⑧のために様々な工夫をする様子がみられ、ねらいの達成に近

づけることができた。ねらい⑶について、３・４次では５－⑧や５－⓶にて、自他のもやっ

とさんと様々に組み合わせながらイメージを広げ考えている様子がみられたため、ねらい

の達成に近づけることができた。ワークシートの質問 9では、もやっとさんを組み合わせる

際に工夫したことについて聞いたのだが、84％の児童がにじみの形に関する記述をしてお

り、見立てることで様々な工夫や発想を広げることにつながったのではないかと考えられ

る。ねらい⑷について、４次では５－⓶のために、友だちが表現するもやっとさんの世界観

と自分が表現するもやっとさんの世界観をうまく融合させていたため、ねらいの達成に近
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づけることができた。ワークシートの質問 10では、鑑賞して見つけたいいなと思ったこと

について聞いたのだが、にじみの形に関する記述内容が最も多く、56％であった。もやっと

さんの形を生かしてつくった自他の絵をよく見て、「観覧車みたいなもの」あるいは「ハリ

ネズミ」や「ロバ」などのもやっとさんがいることに気づいていることから、見方や考え方

が広がったのではないかと考えられる。 

 

５ 1年次における研究の成果と課題 

１組では、ねらい⑴に係る 1 次の 1・2 時間目やねらい⑶に係る 3・4 次の 4・5 時間目、

ねらい⑷に係る 4 次の 5 時間目にみられたように、本題材におけるねらいの達成には至っ

ていない授業もあり課題が多く見つかったが、２組では、ねらいはそのままに手立てとワー

クシートを改善したことでにじみやもやっとさんに対する理解が深まったり、それを活か

した表現活動に発展したりと、ねらいを達成する様子がみられた。このことから、本題材に、

にじみに注目して開発した図画工作・美術と書道の特性を活かした題材としての有用性を

見出すことができたのではないかと考える。 

 しかしながら、霧吹きを用いたことによって、紙面に絵の具溜まりができたり絵の具を紙

面で混ぜたりするなどして、にじみづくりのねらいから逸れることも少なくなかったため、

本題材の成果と課題を基ににじみを活かした題材について検討・開発し、実践と考察を行っ

たことについて次節で述べていく。 

 

６ にじみを活かした題材の検討 

 「もやっとさんにワクワク大へんしん！」では、にじみも

敷き写された模様ももやっとさんとしてしまったために、か

えってにじみとは何かが明確にならないまま活動を進めて

しまった。そのため、にじみとして何を学んだのかが明らか

にできなかったのではないかと考えた。このことから、第 3・

4 学年を対象とした題材では、第 1・2 学年を対象とした題

材の発展であり、にじみにより焦点を当てた題材開発を行う

ことにした。 

まず、これまでのにじみの定義ではあいまいな部分が多か

ったので、にじむとは何か改めて調べてみると「①液体がし

みて広がる。②輪郭がぼやける。」10）などという意味が分か

った。こうした辞書の定義や、半紙 e-shopというホームページでの記載をもとに、ここで

は、にじみを「紙(支持体)に、墨・絵の具が吸い取られて、しみて広がったもの。墨・絵の

具の輪郭がぼやけたもの。」つまり「墨や絵の具の輪郭から紙との境界までのもの」と筆者

が定義することにする 11）。 

 次に、支持体についての検討を行った。４の題材では、にじみをつくるのに半紙を使って

いたが、そもそも半紙はにじみにくい支持体であるため、霧吹きで水をかけてにじみやすく

するという手立てを行っていた。そのために、にじみづくりという主旨から外れやすくなっ

たのではないかと考え、水を吹きかけないにじみづくりを試した。幼児教育におけるにじみ

絵づくりでよく用いられると言われている障子紙ににじませてみると、速く墨や絵の具が

にじみ広がっていくことが分かった。半紙にもにじませてみると、遅いけれども水なしでに

図４ 障子紙と半紙のにじみの試作 
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じみづくりが行えることが分かった（図４）。  

その上で、障子紙における墨と絵の具のにじみ方の違いと、半紙における墨と絵の具のに

じみ方の違いについてみてみると、障子紙に水に薄めた墨と絵の具をにじませると絵の具

のにじみには絵の具だまりのような輪郭ができやすいのに対して、墨のにじみには輪郭は

できにくいことが明らかになった。これを墨と絵の具のにじみの違いであると定義づける。

しかし、支持体を障子紙から半紙に変え、それににじませると墨のにじみにも輪郭ができや

すくなる。 

 

 

 

 

 

 

図５ にじみ方の違い（左：障子紙）（右：半紙） 

 

この墨と絵の具のにじみの違いや支持体が変わることでにじみの現れ方が変わるなどの

墨や絵の具と支持体の関係性を理解することで、墨や絵の具と支持体の好きな組み合わせ

方を見付けたり、それらを生かしながらどのようなにじみにしようか考え、工夫してつくり

だしたりすることを期待できるのではないかと考える。 

 

７ 小学校第 3・4学年を対象とした図画工作・美術と書道の特性を活かした題材 

(１) 題材の概要  

 開発した題材は「すみと絵の具でぽたぽたじわっ」である。在籍する教職大学院の実習校

にて授業実践を行った。対象者は小学校第４学年１学級である。本題材は、墨と絵の具のに

じみ方の違いや墨や絵の具と支持体の関係に着目し、そのにじみの形や色から生きものを

発想して「絵に表す」活動である。題材の指導計画は全 7時間で以下の通りである。 

 

表６ 題材「すみと絵の具でぽたぽたじわっ」の指導計画 

次 学習課題 主な学習活動 時間 

１ にじみの研究 
・にじむことやにじみとはなにかを知る。 

・障子紙や半紙に、墨や絵の具をにじませて、その特徴や違いを見つける。 

・自分の好きなにじませ方や組み合わせを見つけ、にじみをつくる。 
３ 

２ 
大発見！！ 

生き物調査隊 

・つくったにじみに目をつけて、生き物を探す。 

・見つけた生き物の名前や住んでいる場所、とっておきのポイントなどを考える。 

・生き物を教室に住まわせ、鑑賞する。 

・学習のまとめをする。 

４ 

 

本題材のねらいとねらいを達成するために行った手立てについては表７の通りである。

以下ではそのねらいを達成できたかどうかについて、見とりとワークシート分析から述べ

ていく。ワークシート分析については別添資料③を参照されたい。 

 

表７ ねらいと手立て 

ねらい ⑴ 自分の感覚や墨や絵の具を障子紙や半紙に垂らしてにじみをつくることなどを通して、墨と絵の具のにじみ方の違い

や墨や絵の具と支持体の関係、にじみの形や色などが分かる。（知識） 

⑵ 墨や絵の具、半紙や筆などを適切に扱うとともに、その経験を生かし、手や体全体を十分に働かせ、表したいことに合
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わせて、墨や絵の具のにじませ方や生き物の目の貼り方を工夫して表す。（技能）  

⑶ 墨と絵の具のにじみ方の違いや墨や絵の具と支持体の関係を基に、墨や絵の具と支持体の好きな組み合わせ方を見付

けたり、それらを生かしたにじませ方を考えたり、にじみの形や色などを生かしながら、どのような生き物かを想像し

てイメージを広げ、どこに住まわせるか考えたりする。（思考力、判断力、表現力等） 

⑷ 友だちの作品を鑑賞する活動を通して、墨や絵の具のにじみの造形的な面白さや楽しさ、思いついたことについて、感

じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。（鑑賞） 

⑸ つくりだす喜びを味わい楽しく表現する学習活動に取り組もうとする。（学びに向かう力、人間性等） 

時間 手立て 

１ ・題材名から発想を広げる ・にじみとは何か予想する 

・実演を見てにじみとは何かを考える ・障子紙に墨と絵の具を垂らした動画を見て、特徴を考える 

・にじみをつくる 

２ ・半紙に墨と絵の具を垂らした動画を見て、特徴を考える ・にじみをつくる 

３ ・選んだお気に入りのにじみが障子紙か半紙か確認する ・障子紙や半紙のにじみの特徴を確認する 

・お気に入りの組み合わせで、にじみをつくる 

４ ・ワークシート紹介 ・ペアでにじみを紹介しあう 

・にじみにシールを貼り、生き物を見つける 

５ ・生き物に名前を付け、イメージを広げる ・生き物を学校に住まわせる 

６ ・にじみを見る観点を確認する ・教室や廊下にいる生き物をすべて探し、調査する 

・2 匹選び、とっておきのにじみポイントを見つける 

７ ・とっておきのにじみポイントについて、生き物を見つけた人、同じ生き物を選んだ人、生き物をつくった人に聞く 

・生き物の名前を聞く 

 

（２）教師による手立ての省察と児童の活動の様子・ワークシート分析による考察 

① 1時間目 

 1次の 1時間目では「にじみの特徴を見つけよう」というめあてで授業を進めた。児童を

モニターの近くに集め、障子紙に墨と絵の具(赤・青・黄・緑)を垂らして、にじみをつくる

様子の動画を見せ、その特徴を考えさせた。児童は繰り返し流される動画をよく見て、にじ

みの特徴をじっくり考えたり見つけたりしていた。 

 

 

 

図６ 動画で提示した障子紙における墨と絵の具のにじみの違い 

 

その後、実際に自分でにじみをつくる活動に入ったのだが、自由ににじみをつくらせたた

めに、動画を見て考えたにじみの特徴と、今自分がつくっているにじみの特徴が合っている

かどうか確かめさせる声かけができなかった。 

ここでは、ねらい⑴⑵⑶を重視しているが、にじみの動画をよく見てその特徴をじっくり

考えたり見つけたり、「ギザギザ」「まりもみたい」「中心が濃い」などと発言したりしてい

た児童の様子から、ねらい⑴⑵はおよそ達成できたといえるものの、他方、十分な活動の時

間をとることができなかったことから、ねらい⑶の達成には不十分であったと考える。 

ワークシートの質問３および質問４では、障子紙における墨と絵の具のにじみの特徴に

ついて聞いたのだが、ともににじみの形と色の項目が最も多く、にじんでできた形やにじみ

広がってできた色によく注目して観察しにじみについて理解することができたのではない

かと考えられる。 

② 2時間目 

 1 次の 2 時間目では、1 時間目と同様のめあてで授業を進めた。1 時間目の障子紙におけ

るにじみの特徴を考える活動に時間がかかってしまったために、2時間目の半紙に墨と絵の
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具を垂らして、にじみをつくる様子の動画を見て、その特徴を考える活動は各自の席でモニ

ターを見るようにさせてしまった。 

 

 

 

図７ 動画で提示した半紙における墨と絵の具のにじみの違い 

さらに、児童のにじみをつくりたい気持ちを考えたことで、ワークシートににじみの特徴

を書かせるという指示やにじみづくりを止めるように指示をすることが不十分であった。

そのため、ワークシートへ記述した児童の数が極端に少なくなった。次の半紙ににじみをつ

くる活動では、どのように工夫してつくるかを考える声掛けになったことで、にじみの特徴

を確かめるような授業の流れにすることができなかった。 

ここでは、ねらい⑴⑵⑶を重視していたが、ワークシートへの記述がほとんどないことや

描画材の垂らし方の工夫を促す声掛けが不十分だったことと児童の様子から、ねらい⑴⑶

の達成には不十分であったと判断できる。一方、垂らす位置を考えたり、どの描画材を垂ら

すかよく考えたりしながら、にじみをつくる児童の様子から、ねらい⑵の達成には近づいた

と考えられる。ワークシートの質問６をみると約 41％、質問７では約 44％、質問８では約

96％、質問９では 100％の児童が記入していないことから、授業構成や声掛けなどの手立て

が不十分であったと考えられる。 

③ 3時間目 

 1次の 3時間目では「お気に入りのとっておきのにじみをもっとふやそう」というめあて

で授業を進めた。児童にお気に入りのにじみを選ばせ、そのにじみが障子紙につくったもの

か半紙につくったものかを確認したあと、代表の児童とのやり取りの中で支持体における

にじみの特徴について確認した。児童の選んだとっておきのにじみがどのようなにじみか

どうか、進行上きちんと確認せずに代表の児童を選んだため、全体に提示したにじみが絵の

具のみでできたにじみになった。そのため、絵の具のにじみの特徴である色の重なりや混ざ

りによってできたにじみやにじむ方向に注目している発言は出てきたのだが、代表の児童

から墨のにじみに関する考えが出てこず、その特徴は教師側から提示する形になってしま

った。次に、ワークシートに支持体と描画材の組み合わせによってできた、とっておきのに

じみの組み合わせについて聞いたところ、質問 10 では絵の具を選んだ児童が約 62％と半

数を超えていた。このことから、児童にとって墨のにじみよりも絵の具のにじみの方が関心

を引くものであり、墨のにじみに関心をもたせる手立てが十分でなかったと考えられる。 

また、代表の児童 2 名とのやり取りの中で好きなにじみについて聞くと、絵の具の色の

重なりや混ざりによってできたにじみが好きだと答えていた。しかし、好きなにじみの形は

ないか聞くと児童は首をかしげていた。このことから、にじみの色と形は明確に分けること

ができず、特ににじみの形について感じたことを言語化することは難しいということが考

えられる。なお、にじみをつくる活動では、児童は自分が見つけたにじみの特徴をもとに墨

や絵の具と支持体の好きな組み合わせを見つけ、にじませ方を工夫しながら表す様子がみ

られた。 

ここでは、ねらい⑴⑵⑶を重視していたが、児童の様子から達成に近づけることができた

と判断できる。ワークシートの質問 11では、とっておきのにじみの組み合わせの理由につ

いて聞いたのだが、にじみの色、にじみの形と色の 2項目が最多となり、それぞれに共通す
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る出現頻度の高い単語は「色」「絵の具」であることから、多くの児童が色に注目しており、

この段階では、やはりにじみの形だけに注目して言語化することが難しいのではないかと

考えられる。このため、今後授業を行う際にはにじみを形や色に分けずに聞くようにしたい

と考える。 

 

 

 

 

 

 

図８ 障子紙のにじみ         図９ 半紙のにじみ 

 ④ 4時間目 

 2次の 4時間目では「生きもの調査隊になって、にじみの生きものを探そう」というめあ

てで授業を進めた。最初に、前時に書かせたワークシートの児童の記述から障子紙と半紙に

おけるにじみの特徴について 4つの項目（にじむ速さ、にじみの色、にじみの形、にじむ様

子）を立てて、代表児童のワークシートを読み上げながら紹介した（表８）。前時に確かめ

た内容ではないものもあったが、児童なりの視点でより細かいにじみの特徴に言及してい

たため、採り上げた。 

表８ ワークシートから見た、障子紙と半紙におけるにじみの特徴 

 障子紙 半紙 

にじむ速さ 速い（全 5 件） 遅い（全 5 件） 

にじみの色 
中心から外にグラデーション 

（全 4 件） 
くっきりはっきり（全 2 件） 

にじみの形 丸く（全 2 件） 
たて 

分からない（全 5 件） 

にじむ様子 重ねる（全 7 件） 混ざる（全 6 件） 

※（）内は授業実践後に筆者がまとめた、同様の記述内容の件数である。 

 

表８のように板書しながらワークシートの記述を紹介したのだが、写真は提示しなかっ

た。そのためワークシートの記述内容が採り上げられた児童は、それがどのようなにじみな

のかが理解できるが、それ以外の児童はどのようなにじみか理解できていない可能性もあ

るため反省すべき点といえる。 

 その後、生きものを見つけるにあたってシールと

マーカーを使って目をつける活動を行った。そこで

は大きさや色の異なるシールを複数種類用意した。

これははさみでシールの形を変えたり、そのまま使

ったりしてもよいことにした。すると、にじみの形

や色に合わせて同色の小さなサイズのシールをた

くさん使って 5 つ子や 9 つ子の生きものと表現し

たり、はさみを使って自分が表現したい目の形に変

えて表現したりしていた。十分な数と種類を用意したため、児童の発想が広がったのではな

いかと考える。ここでは、ねらい⑵⑶を重視していたが、上記の児童の様子から達成できた

と判断できる。 

図１０ 工夫した生きもの 
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 ⑤ 5時間目 

 2次の 5時間目では「にじみの生きもののイメージを広げよう」というめあてで授業を進

めることとしていたが提示する時間が取れなかった。目をつけたにじみの生きものがどの

ような生きものに見えるか聞くと、ライオンや犬など様々な生きものに見立てる声が上が

った。そこから発想して生きものの名前を付けたり住んでいるところを想像したりして、生

きもののイメージを広げることができていたと考えられる。しかし 3 名程度の児童は生き

ものの名前を付けることが難しい様子だった。そのような児童には、「どんな生きものに見

える？」や「とっておきのにじみはどこ？」など授業者が聞いたり、他の児童にも意見を聞

いたりする手立てを行った。それでもなお、児童はまだ名付けに悩んでいる様子を見せてい

たためさらなる手立てを考えていきたい。 

その後、4年生が使用している教室や廊下、集会室のどこかに生きものを住まわせる活動

を行ったのだが、その時点で児童は教室等以外の住

んでいる場所を考えていた児童もいた。しかし、そ

れを活かした住処になるような声掛けができなか

ったため、ワークシートの記述を変更している児童

がみられた。そのため、次時にて改善させたのだが、

本来そこに住んでいる生きものたちを学校で保護

するには、どこに住まわせたらよいか、という伝え

方に変更することにした。 

ここでは、ねらい⑵⑶を重視していたが、上記の

児童の様子から達成に近づけることができたと判断できる。ワークシートの質問 13 では、

生きものの名前について聞いたが、にじみの形の項目が最多であった。「サメ」「クラゲ」「カ

エル」など、にじみの形を実際にいる生きものに見立てている児童が約 37％いたため、に

じみの形から発想を広げて生きものづくりが行えていたのではないかと考える。しかし、具

体的な生きものの名前がついていない生きものも多くおり、にじみの形や色をもとに発想

したのかが見とることが難しかった。 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 集会室に住まわせた生きもの 

 

 ⑥ 6時間目 

 2次の 6時間目では「生きもの大発見！とっておきのにじみポイントをみつけよう」とい

うめあてで授業を進めた。前時の振り返りとして、学習指導要領解説の目標の柱書や内容な

どに書かれている色や形から、にじみポイントのキーワードを考え確認した。色の重なりや

混ざりがあることを例示したところ、児童から○○みたいな形や、大きさ、模様、濃い薄い

などの意見が出てきた。 

図１１ 教室に住まわせた生きもの 
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また、4・5 時間目では生きもの調査隊になりきることができなかったため、再度児童に

伝え、学校内にいる 30 匹程度の生きものをすべて調査し見つけてくること、その中から 2

匹選び、とっておきのにじみポイントを見つけてくることをゴールとして伝えた。すると、

児童はロッカーや棚の隙間などに隠されていたり、窓に貼られたりしている生きものをよ

く観察して探し出し、最終的には 35匹の生きものがいたことが分かった。そのおかげで児

童はほとんどの生きものに目を通し、にじみの色や形を比較したうえでいいなと思った 2匹

の生きものを選び、先に確認したキーワードも用いながらとっておきのにじみポイントに

ついて記述することができていた。 

ここでは、ねらい⑶⑷を重視していたが、上記の児童の様子から達成できたと判断できる。

ワークシートの質問 17、質問 19では、見つけた生きもののとっておきのにじみポイントに

ついて聞いたのだが、どちらもにじみの形と色の項目の割合が最も多く、質問 17 では約

65％、質問 19では約 48％であった。この割合の児童が、他の児童がつくった生きものを見

るときに形や色に注目して鑑賞することができたと考えられる。 

⑦ 7時間目 

 2次の 7時間目では「生きもの大発見！とっておきのにじみポイントを伝え合おう」とい

うめあてで授業を進めた。また以下の流れを繰り返し行い、鑑賞を行った（表９）。 

表９ 鑑賞の流れ 

１ 生きものがどこにいるか発表者に聞く 

２ 生きもののとっておきのにじみポイントについて聞く 

３ 同じ生きものを選んだ人に話を聞く 

４ 生きものをつくった人に、自分が思う、とっておきのに

じみポイントと一緒だったか、違っていたか聞く 

５ 生きものの名前を発表させる 

 

計 8匹の生きものを児童全員で鑑賞し、お気に入りの生きものについて、発表し合った。

その際、生きものをつくった人が考えるにじみポイントと発表した人が考えたにじみポイ

ントが同じ児童もいれば、少し違っているという児童もいた。その後書いたワークシートで

も同様の内容を書いている児童が複数人いたため、見方や考え方が広がったのではないか

と考える。ある児童は「一人一人選んでいる生きものが一緒でも、とっておきのにじみポイ

ントはちがって、いろいろな意見が聞けて良かったです。自分の生きもののとっておきも見

つけてくれて、うれしかったです。」とワークシートに記述しており、見方や考え方、感じ

方が広がっていたといえる（他 4件同じような意見があった）。 

ここではねらい⑷を重視していたが、上記の児童の様子から達成できたと判断できる。ワ

ークシートの質問 20 では、発表を聞いて考えたことや感じたことについて聞いたのだが、

にじみの色、にじみの形と色に関する記述内容が最も多く、にじみの色や形に着目しながら

鑑賞していたのではないかと考えられる。また、頻出単語に「違う」が計 10回出てきたこ

とから、友だちの見方や考え方の違いに気づき、自分の見方や感じ方を広げることができた

児童もいたといえるのではないかと考えられる。 

 

(３) 授業実践における成果と課題 

 1・2 次にて、とっておきのにじみポイントに目を向けさせる声掛けを行ったことで、こ

れまでに見た児童の活動する姿から、にじみの特徴を踏まえたにじみづくりや生きものづ
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くりができていたこと、また、にじみのとっておきポイントに着目したワークシートにした

ことで、これまでに見た児童の記述内容から、にじみの特性をよくとらえた記述ができてい

たことが分かった。一方で、１次では、１時間の中で行わせたい学習活動が多かったために、

にじみの特徴の観察を促す声掛けや手立てが不十分となってしまい、題材の構成を見直す

必要性があることが分かった。また、動画を使って障子紙のにじみから半紙のにじみへと順

を追って見せたために、支持体によるにじみ方の違いが分かりづらくなったため、にじみの

提示の仕方に工夫をする必要性があることも分かった。 

 

８ 2年次における研究の成果と課題 

 にじみに注目した題材を開発し、にじみに注目できるような声掛けやワークシートの手

立てを行ってきたことで、にじみをよく観察してつくったりそのにじみから生きものを発

想して表現したりと、ねらいを達成する様子がみられた。このことから本題材は、にじみに

注目して開発した図画工作・美術と書道の特性を活かした題材としての有用性を見出すこ

とができた。しかしながら、支持体の違いにみるにじみの特徴に着目した題材構成だったた

めに、にじみづくりやワークシートを書く時間が不十分となったり支持体の人気が障子紙

に偏ってしまったりと様々な課題点があったため、支持体を一つに絞った題材開発の検討

を行う必要性があることが明らかになった。 

 

９ まとめと今後の展望 

 これまで図画工作・美術と書道の特性をにじみに見出し、題材の開発と実践・省察を行っ

てきた。教職大学院 1年次では、にじみが敷き写された模様に面白さを感じ「もやっとさん

にワクワク大へんしん！」という題材を開発した。1組の実践ではにじみと敷き写された模

様を区別していたが、児童からするとそれらに違いはほとんどないように見えることから、

2組ではどちらもももやっとさんであるとして授業を進めた。すると、2組の実践ではねら

いの達成に近づくことができた。しかし今度は、にじみも敷き写された模様ももやっとさん

としてしまったために、かえってにじみとは何かが明確にならないまま活動を進めてしま

った。そのため、にじみとして何を学んだのかが明らかにできなかったのではないかと考え、

2年次では、にじみの定義を明確にし、にじみに注目した題材「すみと絵の具でぽたぽたじ

わっ」という題材を開発した。授業実践では、にじみをよく観察しながらにじみをつくった

り生きものに見立てたり、とっておきのにじみを見つけたりすることができており、ねらい

の達成に近づけることができた。このことから、これらの題材は、にじみに注目して開発し

た図画工作・美術と書道の特性を活かした題材としての有用性を見出すことができるので

はないだろうか。 

 しかしながら、これらの題材にはまだ課題が残っている。2つの題材をブラッシュアップ

していくことだけでなく、それに付随してにじみを活かした他の題材の可能性についての

検討や、第 5・6学年の題材の開発、墨と絵の具に共通したにじみ以外の特性の有無、およ

びそのことに基づくさらなる題材についての検討という課題もあると言える。 

 来年度からは小学校教員として勤務する。本研究にて開発した題材は準備に時間がかか

るという課題もある。年間計画に組み込むことができるよう、今後も研究を続け、児童の従

来の見方から少し角度を変え、新しい見方や考え方が身に付けられるような図画工作・美術

と書道の特性を活かした題材の開発をこれからも行っていきたい。 
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資料① 1 年 1組のワークシート分析 

 

 

  

質的コウディング 1 年 1 組  
質問項目 
 
ワークシート１ 
質問１ ○すみについて にじみかた（かたちやいろ）を見て、気づいたことはあった
かな？気づいたことをおしえてね。 
質問２ ○えのぐについて にじみかた（かたちやいろ）を見て、気づいたことはあっ
たかな？気づいたことをおしえてね。 
ワークシート２ 
質問３ すみをたらすときにくふうしたことをかいてね。 
質問４ えのぐをたらすときにくふうしたことをかいてね。 
質問５ にじんでいくようすを見て、気づいたことをおしえてね。 
質問６ みるみるタイムで見つけた、いいなと思ったことをおしえてね。 ひとつずつ
かいてね。 
ワークシート３ 
 どんなもやっとさんがいた？えにかいてね。 
質問７ もやっとさんのかたちやいろについて、気づいたことをおしえてね。もやっと
さんのかたち 

質問８ もやっとさんのかたちやいろについて、気づいたことをおしえてね。も
やっとさんのいろ 
質問９ もやっとさんのかたちやいろから、おもいついたことややってみたいと
おもったことをおしえてね。おもいついたこと（かたち） 
質問 10 もやっとさんのかたちやいろから、おもいついたことややってみたいと
おもったことをおしえてね。おもいついたこと（いろ） 
質問 11 もやっとさんのかたちやいろから、おもいついたことややってみたいと
おもったことをおしえてね。やってみたいこと（かたち） 
質問 12 もやっとさんのかたちやいろから、おもいついたことややってみたいと
おもったことをおしえてね。やってみたいこと（いろ） 
質問 13 みるみるタイムで見つけた、いいなとおもったことをおしえてね。ひと
つずつかいてね。 
質問 14 もやっとさんのかたちやいろから、くみあわせかたをくふうしたことを
おしえてね。かたちからくふうしたことをおしえてね。 
質問 15 もやっとさんのかたちやいろから、くみあわせかたをくふうしたことを
おしえてね。いろからくふうしたことをおしえてね。 
質問 16 みるみるタイムで見つけた、いいなとおもったことをおしえてね。ひと
つずつかいてね。 

0 未記入 

1 にじみの色 

2 にじみの形 

3 にじみの形と色 

4 気づき 

5 感想 

6 技法 

7 答えてほしいこと 

※未記入を除く 

次 
質問 
No. 

記述内容 
（最多） 

％ 人数(全体) 
出現単語※上位 5 項目 

(回数) 
主な記述内容 

１ 

１ にじみの 

形と色 

44，8 13（29） ・すみ（27）・水（14）・色（11） 

・うすい（10）・まわり（7） 

・しる（7） 

・すみはかわくのが早かったです まわりは、うすいくろで、中はまっくろでした。すみ

はふとかったです。 

・すみは、だんだんひろがってにじんでいってすみは、いろもこくなったりまわりがうす

くなったりしておも白かったからまたたくさんすみをつかいたいとおしいました。 

・すみはぐにょぐにょぐにょしててみずをたすとちょっとうすくなりました。水がはみだ

しているせんがくもみたいなかたちになるのがわかりました。水をたしたらいろがかわる

のがはじめてしりました。 

 

２ にじみの

色 

37.9 11（29） ・えのぐ（17）・うすい（8） 

・たす（6）・つける（5） 

・こい（5） 

・えのぐはうすくなったりぐすぐすになったりしたのがはじめてしりました。ぐらでーし

ょんしてるせんもあってきれいでした。 

・えのぐはちょとべとべとしていました。えのぐは、そのいろのぼやぼやがでていました。

えのぐはみずにつけるとうすくなり、えのぐをたすと、いろがこくなりました。 

２ 

３ 技法 89.7 26（29） ・ありさん（16）・上（6） 

・ちょんちょん（3）・人差し指（3） 

・できる（3） 

・ありさんの力でていねいにチョンチョンしました。 

・ありのちからで上からとんとしました。 

・ありさんの力のはんぶんくらいの力でおしたことです。 

４ 技法 41.4 12（29） ・たらす（4）・えのぐ（3）・下（3） 

・かさねる（2）・できる（2） 

・えのぐをビューておしたり、ちょっとずつ、ちょんちょんとたらしたりしました。 

・ぜんぶいっしょにたらしました。 

・どうじにかさねた。 

 

５ にじみの

色 

37.9 11（29） ・色（11）・きれい（2） 

・ひろがる（2）・にじむ（2） 

・うすい（2） 

・たいようみたいにどんどんひろがっているのがおもしろかったです。 

・いろがまざっていることに気がついた。いろがうごいていることにもきがついた。 

・いろをかさねていたらにじんでいくときにいろがかわります。 

 

６ にじみの

色 

37.9 11（29） ・色（19）・きれい（7）・おもう

（6） 

・すごい（4）・いい（4） 

・いっしょにいろをまぜながらたらすことがいいなとおもいました。◎１つずついれたら

その下がいろんないろがうつっていました。 

・いっこ目は、青とみどりを＋ざんしているのがきれいでくろがアクセントになっていま

す。二まい目は青と赤を＋ざんしてむらさきになったのがとっておきです。◎三まい目は、

４しょくぜんぶ＋ざんしてゆめのせかいみたいできれいでちょっとくろがはいってるの

がわたしのさくひんのポイントです。 

３ 

７ にじみの

形 

100 28（28） ・かたち（20）・りゅう（3） 

・ハート（3）・見える（3） 

・できる（3） 

・でこぼこでいろんなかたちがありました。 

・ぐねぐねやハート、いろいろなかたちがあってぐねぐねは、１びみたいにみえました。 

・きってみるとおばけのとりができました。くねくねでゆらゆらしているかたち 

 

８ にじみの

色 

96.4 27（28） ・色（14）・赤（9）・青（8） 

・虹色（5）・緑（5） 

・犬みたいなのは、ブルーのいろをしています。とりみたいなのは、にじいろが、ふわぁ

～と、ひろがっています。 

・まざたったりにじいろになったりすごくきれいないろになってきれいだなとおもいま

した。 

・きいろとあおとあかがまざってきれいないろ 

 

９ にじみの

形 

57.1 16（28） ・かたち（8）・もやっとさん（3） 

・きる（3）・おもう（2） 

・見える（2） 

・もやっとかたちがつみきみたいでびっくりしてうれしかったです。 

・くるんとまがっていたから、おばけみたいでした。 

・おやゆびが、ちいさくて赤ちゃんが、ぐっとしたみたい。 

 

10 

にじみの

色 

10.7 3（28） ・紫（2）・色（2） ・むらさきはこいからよくむらさきのほうがみえました。 

・もっといろんないろをみつけて、つぎのワークシートにだしたいです。 

 

にじみの

形 

10.7 3（28） ・かたち（2） ・おもいつくかたちをかんがえるかたちがいいです。 

・きれいなうきみたいなぞうみたいなようにみえました 

 

11 にじみの

形 

42.9 12（28） ・かたち（12）・つくる（4） 

・おもう（3）・切る（3） 

・大きい（2） 

・かたちとかたちをくみあわせることがやってみたいです。 

・がったいしたら、大きくなり、いろんなかたちになるかなぁと、おもいました。 

 

12 にじみの

色 

21.4 6（28） ・色（6）・まぜる（2）・ちがう（2） ・いろがまざっているところをきりたいです。 

・いろをたす。 

 

13 にじみの

形 

50.0 14（28） ・おもう（11）・かたち（6） 

・いい（6）・切る（4） 

・面白い（3） 

・さんご見たいでいいなとおもいました。 

・しっぽがとがってるかんじがするからつよいとおもいました 

くちはひらいてます。 

・かにににているからいいなとおもいました。A さんのがきょうりゅうみたいですごかっ

たです。 

 

４ 

14 にじみの

形 

82.1 23（28） ・かたち（24）・もやっとさん（8） 

・鳥（7）・足（4）・重ねる（4） 

・面白い（4） 

・がったいを５しゅるいあわせたら大きくなりました。 

・いえのかたちがおもしろくてはあとをかさねるとえんとつみたいなかたちになりまし

た。 

・うまみたいなにんぎょみたいなもやっとさんととりみたいなかたちのもやっとさんを

はさんでみると、はぐしているみたいでおもしろいです。 

 

15 にじみの

色 

85.7 24（28） ・色（25）・虹色（5）・緑（5） 

・赤（5）・青（4）・重ねる（4） 

・なかまのいろたとえば青とみどりとかぐらでーしょんができるなかまのいろをくみあ

わせてみたのがくふうです。 

・ふくが青いろで、かばんが赤いろだったからいろのくみあわせがいいなとおもいまし

た。 

・にじいろわっかの中ちがういろのもやっとさん入れたからもっとカラフルになりまし

た 

 

16 にじみの

形 

53.6 15（28） ・思う（9）・すごい（8） 

・もやっとさん（5）・いい（4） 

・かたち（3） 

・かにとりゅうをあわせるとかにをたべてるみたいですごかったです。◎りゅうがぎざぎ

ざののがとっておきです。B さんのまんなかにあながあいているのがおもしろかったです。 

・◎C さんのおうちのかたちにとりのすのかたちのもやっとさんをかさねていたからい

いなとおもいました。もう１こはハートのかたちをやねにかくしてえんとつにしていたこ

とです。 

 

佐藤（2008）をもとに、質的コウディングとテキストマイニングを用いてワークシート分析を行った。質的コウディングの手法で、ワークシートの自由記述内容を左上部の
表のように数値化したコードとして筆者が割り振った。 
各学級で使用したワークシートの質問項目は右上部の表に一覧として記載している。 
1 列目には指導計画のうち何次にあたるかを記載している。2 列目には質問項目を番号で記載している。3 列目には記述内容のうち、最多なコードを記載している。4 列目に

はその人数の割合を、5 列目にはワークシートを書いた全体の人数（カッコ内）のうち、何人が該当しているかを記載している。6 列目にはテキストマニングの手法で自由記
述内容を分析し、出現頻度の高い単語の上位 5 項目を記載している。（）内は出現回数を意味している。7 列目には児童の主な記述内容を記載している。ただし、下線につい
ては筆者がつけたものであり、コードと関連していると判断した部分である。 



資料② 1 年 2組のワークシート分析 
 

  

質的コウディング 1 年 2 組 質問項目 
ワークシート１ 
質問１ 気づいたことをかいてね。すみ… 
質問２ 気づいたことをかいてね。えのぐ… 
ワークシート２ 
質問３ くらべてどうだった？水がないとき… 
質問４ くらべてどうだった？水があるとき… 
質問５ すみやえのぐをたらしたときに、くふうし
たことをおしえてね。すみ… 

質問６ すみやえのぐをたらしたときに、くふうした
ことをおしえてね。えのぐ… 
質問７ みるみるタイムで見つけた、いいなとおもっ
たことをおしえてね。 
ワークシート３ 
質問８ どんなもやっとさんがいたかな？ 
質問９ くふうしたことをおしえてね。 
質問 10 みるみるタイムで見つけた、いいなとおもっ
たことをおしえてね。 

0 未記入 

1 にじみの色 

2 にじみの形 

3 にじみの形と色 

4 気づき 

5 感想 

6 技法 

7 答えてほしいこと 

 

次 
質問 
No. 

記述内容 
（最多） 

％ 人数(全体) 
出現単語※上位 5 項目 

(回数) 
主な記述内容 

１ 

１ にじみの

形 

40.0 10（25） ・もやっとさん（7）・ひろがる（4） 

・すみ（3）・びっくり（3） 

・ギザ（2） 

・すみのまわりのところにでこぼこしていのがきづいてなかったのでびっくりしました。ポ

ンッとしたときにひろがるのに気づきました。 

・ひろがってきた。つながってきた。ぎざぎざしているもやっとさんがいた。 

 

２ 

にじみの

色 

34.8 8（23） ・もやっとさん（6）・かく（4） 

・えのぐ（3）・黄色（3） 

・ピンク（3） 

・きいろで一をかくと、ぼこぼこがグレーに見えました。よく見ると、きいろでした。 

・えのぐをつかってこくぬるともやっとしてきてよかったです。赤だったけどピンクになり

ました。 

 

にじみの 

形と色 

34.8 8（23） ・もやっとさん（5）・えのぐ（5） 

・もやもや（3）・色（3） 

・ありさん（2） 

・えのぐでギザギザであそんだのがたのしかった。ポンッとおすとまわりがひろがってぐれ

ーみたいになっていました。すみでかいたときはまっくろでした。 

・とうめいなもやっとさんがいた。ぎざぎざのもやっとさんがいた。 

 

２ 

３ 答えてほ

しいこと 

65.4 17（26） ・ひろがる（9）・水（7） 

・もやっとさん（6） 

・水がないときは、そんなにひろがらなかったよ。 

・あんまりしみこまなかった。 

・もやっとさんがひろがらなかった。 

 

４ 答えてほ

しいこと 

61.5 16（26） ・水（8）・ひろがる（8） 

・もやっとさん（5）・うすい（2） 

・みずがあるときひろがりやすかったです。 

・すみがちょっとうすくてもやっとさんがいっぱいいるとおもいました。 

・水があるときは、いっぱいひろがった。まるくなったのにきづきました。 

 

５ 技法 61.5 16（26） ・すみ（11）・ありさん（8） 

・たらす（4）・できる（3） 

・工夫（2） 

・(すみ…)をたらすときにしかりありさんのちからで、おろすときれいにできた 

・(すみ…)は、ありさんくらいの力で、はねるかんじにくふうしてつくりました。 

・ふでのさきのほうをもってありさんのちからでちょんちょんちょんとやったら、スイカの

たねみたいになりました。 

 

６ にじみの

色 

57.7 15（26） ・色（8）・えのぐ（5）・緑（5） 

・赤（5）・できる（4） 

・すみのところにもたらしたらちょとまぜりました 

・すみにかさねてたらした。いろをかさねたらちがういろになった。 

・あおとあかをまぜたらすごいいろにたりました。みどりとあかとすみをまぜたらすごいへ

んないろになりました。 

 

７ にじみの

色 

30.8 8（26） ・もやっとさん（8）・色（6） 

・できる（3）・えのぐ（2） 

・きれい（2） 

・とめいのもやっとさんがでてきました。 

・いろんなもやっとさんができてうれしかったです。わたしのすきなもやっとさんは、えの

ぐのもやっとさんです。 

 

３ 
８ にじみの

形 

64.0 16（25） ・もやっとさん（13）・かたち（5） 

・羽（2）・鳥（2）・山（2） 

・日本みたいなかたちだったけどよーくみたらかたちがかわっておもしろかったです。 

・犬みたいなもやっとさん。てんしみたいなハートにはねがあるみたいなもやっとさん。 

 

４ 

９ にじみの

形 

84.0 21（25） ・もやっとさん（6）・かたち（6） 

・つくる（5）・お母さん（4） 

・工夫（3） 

・ドラゴン見たいのやつとわにと、D さんのへびみたいのをつなげたらわにのからだとしっ

ぽもできました。 

・トリケラトプスのおかあさんが赤ちゃんトリケラトプスをまもっているようにくふうし

た。 

・どうぶつにみえるようにくふうした。 

 

10 にじみの

形 

56.0 14（25） ・もやっとさん（12）・思う（7） 

・すごい（5）・エレベーター（4） 

・つくる（4） 

・かんらん車みたいなものの円いところがもやっとさんをつかっていたからいいなとおもい

ました。 

・E さんと F さんがつくったえは、上手にもやっとさんをつかってさくひんをつくっていま

した。 

・はりねずみのもやっとんやろばみたいなぶたみたいなもやっとさんがおもしろかった 

 

 



資料③ 4 年 1組のワークシート分析 
 
質的コウディング ４年 1組  

質問項目 
 
ワークシート１ 
にじみの研究① 
にじみってなんだろう？ 
１．（予想） 
２．（実演を見て） 
障子紙 
３．すみのにじみの特ちょう 
４．絵の具のにじみの特ちょう 
５．自分で考えてにじみをつくってみて、新たに気づいたこと、考えたこと 
にじみの研究② 
半紙 
６．すみのにじみの特ちょう 
７．絵の具のにじみの特ちょう 
８．自分で考えてにじみをつくってみて、新たに気づいたこと、考えたこと 
９．２種類の紙のにじみを比べてみて、新たに気づいたこと、考えたこと 

 
ワークシート２ 
にじみの研究③ 
１０．とっておきのにじみの組み合わせはどれかな？１つ選んで丸でかこんでね。 
１１．理由を教えてね。 
１２．障子紙・半紙ではどうだった？考えたことを書いてね。 
ワークシート３ 
生きもの調査隊 
１３．生きものの名前 
１４．住んでいるところ 
１５．とっておきのにじみポイント 
ワークシート４ 
大発見！！生きもの調査隊 
生きもの大発見！とっておきのにじみポイントをみつけよう！！ 
１６．１匹目 住んでいるところ 
１７．１匹目 とっておきのにじみポイント 
１８．２匹目 住んでいるところ 
１９．２匹目 とっておきのにじみポイント 
２０．発表を聞いて、考えたことや感じたことを書いてね。 

0 記入なし 

1 にじみの色 

2 にじみの形 

3 にじみの形と色 

4 感想 

※記入なしを除く 

次 
質問 
No. 

記述内容 
（最多） 

％ 人数(全体) 
出現単語※上位 5項目 

(回数) 
主な記述内容 

１ 

１ 

にじみの形 51.7 15（29） ・広がる（8）・いく（7） 

・しみる（6）・紙（5）・絵の具（2） 

・絵の具などが、紙に広がっていくこと。 

・紙にじわじわとしみていくかんじ。 

・水が紙にしみこむこと。 
 

２ 

にじみの形 62.1 18（29） ・広がる（18）・いく（9） 

・しみこむ（7）・周り（4） 

・一緒（3） 

・○しみこむはあっていた 

△しみこんで広がる 

・○思っていたよりひろがっていた。 

まわりにひろがっていく 

・△じわじわしみこんでいって、力つきる。 
 

３ 

にじみの 

形と色 
62.1 18（29） ・周り（9）・広がる（9）・いく（8） 

・ウニ（7）・色（7） 

・じわじわと、まわりに広がっていく。「うに」のような、色は黒く、形は、まわりがギ

ザギザしている 

・ゆっくり紙にしみこんで、落としたところからどんどん丸くなっている。色はかわらな

い 

・じわじわと広がっていくかんじ。まわりが、とげとげ、きれいに丸になっては、いなか

った。うにみたい。色はまっ黒だった。 
 

４ 

にじみの 

形と色 
86.2 25（29） ・すみ（21）・色（19）・広がる（18） 

・うすい（16）・早い（14） 

・すみより広がるはんいがひろかった。まわりの形はとげとげで、すみといっしょだった。

中心にたまっている。はしの方がうすい。 

・にじむはんいが広くて、すみよりも速くにじみ、すみと同じでにじみと紙のさかい目は

ギザギザて中心に近ければ近いほど色がこい。 

・絵の具のほうがしみているスピードが早く、すみより中心の絵のぐのなくなるスピード

がおそい。絵の具はまわりがうすくなったりこくなったりしている。※みどりだけうすい。 
 

５ 

にじみの形 3.4 1（29） なし ・みんなこせいてきなたかいところからしたりちらしたりしてアイディアがあってウニ

みたいな形もありました。 
 

記入なし 96.6 28（29） なし なし 

６ 

にじみの 

形と色 
31.0 9（29） ・色（8）・いっしょ（5） 

・広がる（5）・丸い（5）・丸（3） 

・すみだと、あまり広がらない。色はいっしょで、形は丸く、まわりも丸い。 

・とげとげしていない。 

丸い。あまり広がらない。色はいっしょ 

・広がりにくい。でも色はいっしょで丸い。 
 

記述なし 41.4 12（29） なし なし 

７ 

にじみの 

形と色 
31.0 9（29） ・にじみ（8）・透明（7） 

・にじむ（5）・広がる（5） 

・周り（3） 

・絵の具だと、とうめいなにじみ。（まわりに、たくさん水がにじんでいる。）何回たらし

てもちがう形。 

・まん中にたまっている。 

ほそ長くなっている。 

とうめいなにじみがあった。 

にょきにょきながれている。 

水が広がっていろは、あまり広がらない。 

・とうめいなにじみがある、まわりのとうめいなにじみが広がる 
 

記入なし 44.8 13（29） なし なし 

８ 

にじみの 

形と色 
3.4 1（29） なし ・わくがあって絵の具はわくからでないけどすみをでていく 

記入なし 96.6 28（29） なし なし 

９ 記入なし 100 29（29） なし なし 

11 

にじみの色 41.4 12（29） ・色（12）・絵の具（5）・混ざる

（5） 

・墨（4）・きれい（4） 

・全体で上から下に行くにつれて黒くなっていくのがすき！でもさかい目はなくて上で

も下でもすみと絵の具がまざっている所も好き 

・赤や黄 青や緑がまざって夕日みたいになったり、自然みたいになったりいろんな景色

に見えたのと、まわりがぼやけて光っているように見えたからです。 

・青と緑と黄色のさかい目がきれい。青と黄色が重なって緑になっているのがきれい。 
 

にじみの 

形と色 
41.4 12（29） ・色（14）・絵の具（7）・きれい

（5） 

・にじむ（4）・できる（4） 

・きれいに色がまざっていて、まんまるだからです。その中でも、とくにあかときいろを

まぜたやつがいいなと思いました。下は、赤くて、まん中は、きいろくて、上は、オレン

ジになっているからです。 

・半紙のりゆうは広がる速さがおそくて、じっくり見ていられるからそしてえのぐのりゆ

うはいろといろがにじみあってあたらしいいろがかんせいするから。 

・青色は、にじみが大きくて、緑はにじみは小さいので、メリハリのついた作品ができる

し、絵の具の中心から序々にうすくなるにじみが個人的に好きだからです。 
 

12(2) 

にじみの形 48.3 14（29） ・広がる（5）・速い（5） 

・にじむ（4）・面白い（4） 

・丸い（3） 

・トゲトゲしているような、しょう子紙より丸く広がっているところ。 

・半紙は、どんな形になるか分からなかったからおもしろかったです。 

・丸っぽい形で、広がる速さが速い。 

２ 

13 

にじみの形 

※４のみ判別不

可能に変更 

37.9 11（29） ・眠（2）・ねむい（2） ・眠眠 月海 

ねむねむ クラゲ 

・ヒックリカエル 

・長々ノコざめ 
 

15 

にじみの色 58.6 17（29） ・色（12）・緑（8） 

・グラデーション（4）・黄色（4） 

・紫（4） 

・1人 1 人目の色が違う。 

緑が乾いて端っこに、水色があるところ。 

にじみポイント 

ちょっとグラデーションのカラーがこの子のにじみポイント 

・緑と黒が混ざってるけど、それぞれの色が残っているにじみかた＋緑と黒がある中に一

つだけある赤も好き 

・色と色のさかいめが少しうすくなっていたり違う色になっているところ 
 



２ 

17 

にじみの 

形と色 
65.5 19（28） ・色（19）・違う（7）・思う（6） 

・グラデーション（6）・いい（5） 

・たくさんのにじみがわかれてあって五つ子みたいに見える。パステルっぽい色がやさし

い感じ。 

・オレンジと黄色のグラデーションになっている魚があつまっているみたい 

・どれも色やうすさやこさがちがって、３色のグラデーションになっていて、まわりが光

っているようにみえた。まるでにじいろのまっくろくろすけみたいでした 
 

19 

にじみの 

形と色 
48.3 14（28） ・色（12）・にじむ（5）・思う（5） 

・緑（3）・黒（3） 

・全色使っている生き物なのでにじみ方がとてもきれいでした。黒いなにかを食べている

ような生き物みたいだと思いました。 

・上は、一色で下は、カラフルで、色々な色がにじんでいて、形は、たて長で、目もすこ

しずらして、つけていて、いいと思いました。 

・青と黄と緑がバランスよくグラデーションになっていて、スライムみたいになってい

る。 

20 

にじみの色 37.9 11（28） ・色（9）・生き物（8）・思う（7） 

・面白い（5）・違う（4） 

・かわかしてから色を重ねるというところがすごいと思いました。友だちの生き物のとっ

ておきを発表することができました。同じ色だったとしてもとっておきはちがうなと感じ

ました。 

・四色フワリンのことを発表している人が、目のちがいなどのことを書いていたので、考

えることは、ちがうんだなと思いました。グラデーションがきれいでした。 
 

にじみの 

形と色 
37.9 11（28） ・色（9）・にじむ（7）・生き物（6） 

・違う（6）・すごい（6） 

・自分でかかなかった生きものに自分だけでは気づけないようなにじみポイントがあっ

て、人のを聞くのも楽しかったです。名前や顔にもそれぞれ個せいがあってすごかったで

す。 

・友だちのとっておきのにじみや、重なりなど、知ることができて、発表を聞いてそのに

じみいいなと思いました。自分だけでは見つけることができなかったけど友だちの発表を

聞いて、そこもすてきだなと感じることができました。 

・１人１人えらんでいる生き物がいっしょでも、とっておきのにじみポイントはちがっ

て、いろいろな意見が聞けてよかったです。自分の生き物のとっておきも見つけてくれて、

うれしかったです。自分がまた見つけていない生き物もいて、「そんなところにいるんだ。」

とびっくりしました。 
 

 

質的コウディング ４年 1組  

質問項目 
 
ワークシート２ 
にじみの研究③ 
１０．とっておきのにじみの組み合わせはどれかな？１つ選んで丸でかこんでね。 
  ⑴障子紙・半紙 
１２．障子紙・半紙ではどうだった？考えたことを書いてね。 
  ⑴障子紙・半紙 

0 記入なし 

1 障子紙 

2 半紙 

※選択肢を選ばせる質問項目であるため、出現単語と主な記述内容は記載していない。 

次 
質問 
No. 

記述内容 
（最多） 

％ 人数(全体) 
出現単語※上位 5項目 

(回数) 
主な記述内容 

１ 
10(1) 障子紙 65.5 19（29） なし なし 

12(1) 半紙 62.1 18（29） なし なし 

 

質的コウディング ４年 1組  

質問項目 
 
ワークシート２ 
にじみの研究③ 
１０．とっておきのにじみの組み合わせはどれかな？１つ選んで丸でかこんでね。 
  ⑵すみ 絵の具 すみ・絵の具 

0 墨 

1 絵の具 

2 墨・絵の具 

※選択肢を選ばせる質問項目であるため、出現単語と主な記述内容は記載していない。 

次 
質問 
No. 

記述内容 
（最多） 

％ 人数(全体) 
出現単語※上位 5項目 

(回数) 
主な記述内容 

１ 10(2) 絵の具 62.1 18（29） なし なし 

 

質的コウディング ４年 1組  

質問項目 
 
ワークシート３ 
生きもの調査隊 
１４．住んでいるところ 
ワークシート４ 
大発見！！生きもの調査隊 
生きもの大発見！とっておきのにじみポイントをみつけよう！！ 
１６．１匹目 住んでいるところ 
１８．２匹目 住んでいるところ 

0 記入なし 

1 教室 

2 廊下 

3 集会室 

4 教室外 

 
次 

質問 
No. 

記述内容 
（最多） 

％ 人数(全体) 
出現単語※上位 5項目 

(回数) 
主な記述内容 

２ 

14 
教室外 72.4 21（29） ・属性（6）・空（4）・宇宙（3） 

・森（3）・海底（2） 

・天空の城。 

・空のある大きい雲の上 

・宇宙空間に住んでいる 

16 
教室 55.2 16（28） ・4－1（（8）・ホワイトボード（8） 

・タブレット（2）・教室（2） 

・後ろ（2）・テレビ（2） 

・４－１のホワイトボード 

・４の１のテレビの裏（暗い場所） 

・４－１のタブレット入れるところの、すみっこ 

18 
教室 65.5 19（28） ・4－1（（7）・教室（5）・△△（3） 

・窓（3）・後ろ（3） 

・４－１の窓の近く 

・△△側の壁（教室） 

・４－１のテレビの後ろ 

※△△は、スーパーマーケットのことを指す。 

  



資料④ 1 年 1組 2組・4年 1組で使用したワークシート 

1 年 1 組で使用したワークシート１   1 年 1 組で使用したワークシート２   1 年 1 組で使用したワークシート３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 年 1 組で使用したワークシート４  1 年 2 組で使用したワークシート１   1 年 2 組で使用したワークシート２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 年 2 組で使用したワークシート３             4 年 1 組で使用したワークシート 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 年 1 組で使用したワークシート２   4 年 1 組で使用したワークシート３     4 年 1 組で使用したワークシート４ 

 


